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SFSWAP; SFRS8; SWAP; Splicing factor; suppressor of white-apricot homolog; Splicing
factor, arginine/serine-rich 8; Suppressor of white apricot protein homolog
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	製品名: SWAPウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ショウジョウバエのスプライシング制御タンパク質のヒト相同遺伝子をコードしています。この遺伝子は、最初の2つのイントロンのスプライシングを制御することで、自身の発現を自己制御します。さらに、フィブロネクチン遺伝子とCD45遺伝子のスプライシングも制御します。異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2012年5月],機能：選択的スプライシング制御因子として機能する可能性があります。RNAプロセシングレベルで自身の発現を制御します。また、フィブロネクチン遺伝子とCD45遺伝子のスプライシングも制御します。少なくとも部分的には、他のR/S含有スプライシング因子との相互作用によって作用する可能性があります。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化されます。,類似性：2つのSURPモチーフ反復を含みます。,
	研究分野
	-
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	SFRS8抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはSFRS8ペプチドでブロッキングされている。
	

	SFRS8 抗体を使用した 293 細胞からの溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	SWAP ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。

